
事務事業評価について 

 

１ 目的 

事務事業の目標達成度や費用対効果等を検証するとともに、市民による外部評価を

実施することにより、公正で透明性の高い行政運営を推進する。 

 

２ 平成 29 年度の実施内容・スケジュール 

（１）一次評価（事業担当課による評価） ５月 

（２）二次評価（庁内ワーキンググループによる総合評価） ７月 

（３）市民行政評価 

  ① 市民からの意見を募集 ８～９月 

 ② 市民行政評価委員会  ９～10 月 

（４）公表（行政改革推進委員会、ホームページ） 12 月～ 

（５）検証・改善   評価結果を予算編成に反映し改善に努める。 

 

３ 内部評価 

（１）一次評価 （697 件） 

  セルフチェック徹底のため、原則、全ての事務事業※について一次評価を実施。 

※ 一般会計及び特別会計の継続事業。ただし、平成 28，29 年度完了事業や平成 28 年度新規事業、平成 28

年度当初予算 100 万円未満の事業等は除外 
 

（２）二次評価 （56 件） 

  一次評価対象事業のうち、新規事業の点検や協働と交流の促進等の観点から評価

すべき事務事業及び目標達成度や費用対効果が低い事務事業など、全庁的な視点か

ら評価すべき事務事業について二次評価を実施 
 

（３）内部評価の結果 

評価区分 一次評価 二次評価 

継  続 677 件 （97.1％） 16 件 （28.6％） 

見 直 し 19 件 （ 2.7％） 40 件 （71.4％） 

廃  止 1 件 （ 0.2％） 0 件 （  0％） 

合  計 697 件 （100.0％） 56 件 （100.0％） 

 

 



 

 

 

４ 市民行政評価 

（１）概要 

限られた予算の中で、事業効果をより高めるための見直しや事業のあり方などに

ついて、市民意見を募集するとともに、市民行政評価委員会における評価を実施 

※今年度の市民行政評価は、市民協働の推進の観点より、市民行政評価委員会が

対象事業を選定するとともに、評価事業数を拡大（２事業×10 人＝20 事業） 

評価の観点 事業名 

Ⅰ.新規事業の点検 

５事業 

 金沢秋のおもてなし茶会開催費 

 中小企業者海外販路開拓支援費 

 小規模企業者新分野展開モデル事業費   

 クリエイター誘致事業費 

 金沢版スポーツツーリズム推進費 

Ⅱ.協働と交流の促進 

７事業 

 「学都金沢」地域づくり活動支援費 

 金沢湯涌みどりの里管理運営費 

 学生のまち金沢推進費        

 協働のまちづくりチャレンジ事業費  

 市民協働と交流のつどい開催費 

 母子父子家庭支援費 

 コミュニティ防災士育成費        

Ⅲ.社会環境等の変化への対応 

４事業 

 ＩＣＴ広報推進費 

 「まちのり」運営費          

 中小企業緊急特別利子補給費 

 配食サービス費 

Ⅳ.費用対効果の向上 

４事業 

 金沢・現代会議開催費 

 学生と金沢の企業をつなぐ就職支援事業費 

 メディア活用情報発信事業費  

 金澤ふうライフ提案事業費 

 

（２）市民意見の募集結果 

募集期間 平成 29 年８月 10 日（木）～９月８日（月）  応募件数 724 件 
 

（３）市民行政評価委員会による評価 

① 評価委員会の構成   学識経験者・公募委員等 10 名で構成 

② 評価方法       事業担当課長とのヒアリングを通じて、 

廃止、見直し、継続の３区分で評価 

（４）市民行政評価の結果  別紙のとおり 


